
【使用テクニック例】 
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(1)確率について、　Ｐ Ｐ Ｐ ／Ｐ １　よりＰの最大値を求める。

(2)行列について、ＡＰ＝ＰＭならばＡ＝ＰＭＰ 、よってＡ ＝ＰＭＰ

(3)べき数列の和、Ｓ＝    ( は等差数列、ｂは公比ｒの等比数列)  は　

　ＳーrＳを計算する。
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(4)空間における三角形ＡＢＣの面積は、（ＡＢ ＡＣ）、ここで はベクトルの外積を表す
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(5)定積分において、ｘ＋ 　を含む場合は、ｘ＝ 　tａｎ 　で置換積分する。

 


